
COVID-19現象の理解と対策のため、データ流通・共有の重要性が理解されるこ
ととなったが、未だデータ化されていない事象の観測とデータ化が課題に。

ポストコロナ社会における観測データ設計の集合知化
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TEEDA(Treasuring Every Encounter of Data Affairs)

データ邂逅支援マッチングツールを未観
測事象のデータ化支援に応用。
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ポストコロナの未来社会研究スタートアップ制度の支援を頂き、コロナ禍をテーマの
TEEDAワークショップから、「人とモノ、人と人の接触行動」データを設計。

本プロジェクト及び内閣官房「AI等を活用したシミュレーショ
ン開発事業」 にて感染拡大対策の提案のために当該データ
取得し、人工合成データとの連携による社会シミュレーション
への応用を実施中。

◼人とモノ、人と人接触に有効な感染対策につながるデータ
は少なく、手洗いや手の殺菌の奨励等の対策に留まる。

◼接触行動の実態を確認・データ化し、対策の優先順位付け
を行い、感染拡大期の有効な予防策の提案を実施する。


